
能登半島地震における病院での取り組み 

看護ケアと職員へのかかわりで大切にしたこと 公立能登総合病院看護部長 澤味小百合 氏 

 

 

避難所としての対応：赤島校長 

避難所運営の実際：小原氏 

 富山いずみ高校との交流会 
7 月２４日（水）に本校の衛生看護科専攻科 1 年生（39 名）と富山県立富山いずみ高等

学校専攻科看護科 1年生（36名）が本校で交流会を行いました。 
 この交流会では、同じ看護の高等学校 5 年一貫校としての親睦をはかり、看護への志を
高め合うとともに、能登半島地震発生時の公立能登総合病院の対応、地域の被災者を受け
入れた本校の対応や、避難者でもあり避難所の運営に携わった七尾市役所職員の方の講演
を聞き被災者の思いや震災時の支援、看護について学びを深めることができました。 

 〈震災時の対応、支援、看護を教えていただいた講師の皆様〉 

                   左から 七尾市役所職員 小原真紀子 氏 

                      中央 公立能登総合病院看護部長 澤味小百合 氏 

                      右 田鶴浜高校学校長  赤島あけみ 先生 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



富山いずみ高校のみな

さんは雨の中、被災地

を見学しながら本校に

いらしてくれました 

交流会の準備 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


